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研究成果の概要：短時間でより効果的な「災害時の食」教育指導を可能にするため，授業のモジュール化を行っ
た。その上で，教員対象全国調査での要望が多数であった授業実践をサポートする教材をパッケージ開発した。
まず，モジュール学習の実践モデルとなる，学習指導案を作成した。そして各モジュール学習実践に対応したワ
ークシート，及び2～3分程度の長さで学習内容を確認できる動画教材を作成した。
授業のモジュール化，および教材のパッケージ作成により，教員の授業準備の負担軽減と，食の防災教育に関す
る専門知識の補完が可能となった。

研究分野：家庭科教育

キーワード： 家庭科教育　災害時の食教育　モジュール学習

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自然災害大国である我が国にとって，児童生徒への「災害時の食」教育は，系統的・かつ実践的に行い，知識や
技能を育むべきである。本研究で行った，「災害時の食」教育授業のモジュール化，および教材のパッケージ作
成により，中学校家庭科教員の授業準備の負担軽減と，「災害時の食」教育に関する専門知識の補完が可能とな
った。
これにより，学校教育における「災害時の食」教育推進の一助となり得ると考える。
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１．研究の目的 
 
被災生活では，生命や健康に直結する食の問題が毎回深刻である。公助に頼る食の支援では
量的・質的に被災者ニーズへの対応は困難となるため，市民レベルでの食の自助力の育成・向
上が欠かせない。これは学校教育的課題ともいえるが現状では十分とはいえない。 
学校教育において食教育を担う教科である家庭科では，災害時に対応できる児童生徒の食の
自助力を育成・向上させる食教育は十分に確立されているとはいえない。家庭科教育に「防災・
災害に関する食教育」を位置づけ，その必要性や有用性を明らかにする必要があると考え，こ
れまでの研究を進めてきた。教員対象に実施した全国調査の結果，半数以上の教員が「家庭科
での指導が必要」とした学習項目数に比べ，実際の学習実施はかなり少ないことが明らかとな
った。理由は「授業時間の不足」が最多で，続いて「教科書への掲載の少なさ」「適切な動画教
材の不足」等であった。この問題の解決には，開発した 3時間分の学習内容（有用性実証済み）
を，指導に適した単位にモジュール学習化（小分け）を行うこと，教員の授業実践をサポート
するための動画教材を開発することが効果的であると考えられる。 
そこで，本研究では有用性が認められた 3 時間構成の学習内容（小林・永田 2017）を，10
分程度の短時間指導が可能となるようモジュール学習化し，サポート教材としての動画開発を
行うことを目的とする。 
 
 
２．研究成果 
 
【方法】 
研究は以下の４つの手順で進めた。 
(1)小林・永田（2017）で開発した 3時間構成の授業及び家庭学習の内容を新学習指導要領に準
じ，改訂する。 
(2)改訂した授業を最小単位の学習内容・活動に分割する。 
(3)(2)の学習内容・活動を位置付けた年間カリキュラムを作成する。 
(4)分割した学習内容・活動に対応したモジュール学習教材を作成する。 
 
【結果】 
(1) 新学習指導要領に準拠するよう，小林・永田（2017）の授業内容及び学習目標・評価等を 
改訂した。また，検討の上新たな学習内容として「災害時の食の問題を理解する」を追加した。 
(2)「災害時の食」教育に関する 36 項目の学習内容・学習活動を基準として，改訂した授業内
容を 10分程度の短時間で指導が可能なモジュール（短時間学習）に分割した。3時間分の授業
内容を，13モジュール，家庭学習が 9モジュールに再構成した。 
(3)分割したモジュールについて，既存の食生活の学習内容と関連づけた指導が可能になるよう，
年間カリキュラムの適切な単元に位置づけを示した。 
(4)分割した各モジュールの指導をサポートする学習教材として，教員が授業で使用できるワー
クシート，2 種類のプレゼンテーション教材を作成した。また，作成した教材を活用した授業
モデルとなる学習指導案を作成し，教材とセットにした提供を可能にした。 
 
【今後の課題】 
 今後は，開発したモジュール学習教材を複数の中学校家庭科教員に提示し，インタビュー調
査及びアンケート調査を実施し，評価を得る予定である。さらに評価結果から開発したモジュ
ール学習教材の有効性を明らかにすることを目指す。 
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